
楽
府
文
学
に
お
け
る
王
維
の

「
老
将
行
」

の
位
置
付
け
に
ィコ
い
て

震
藤

聡

は
じ
め
に

王
維
の
「
老
将
行
」
は
、
年
老
い
た
将
軍
を
テ

i
マ
に
し
た
楽
府
で
、

る
。
し
か
し
、
内
容
的
に
も
先
例
の
な
い
全
く
新
し
い
も
の
で
あ
る
か
と

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、

王
維
弘
前
に
は
使
用
例
の
な
い
王
維
の
手
に
よ
る
詩
題
で
あ

え
ば
そ
う
と
も
限
ら
ず
、

し
ば
し
ば
先
行
作
品
と
の
関
連

「
薄
幸
の
老
将
に
寄
せ
る
同
情
と
、
『
老
嬢
伏
穣
日
志
在
千
里
、
烈
士
暮
年
、
壮
心
不
己
』
(
三
国
，
鏡
、

曹
操
「
亀
雄
寿
詩
」
)
と
い
っ
た
老
将
の
気
概
に
対
す
る
共
感
と
を
、
煩
雑
な
ま
で
に
故
事
を
多
用
し
な
が
ら
力
強
く
詠
出
し
だ
」
と

曹
操
詩
に
搭
か
れ
る
老
将
と
の
共
通
点
を
指
摘
す
る
。

ま
た
、
沙
霊
郷
訳
詩
・
何
年
注
釈
・
練
敬
容
校
訂
『
唐
詩
三
百
首
全
釈
』
(
中
国
歴
代
名
著
全
訳
叢
書
、
貴
州
人
民
出
版
社
、
一
九

八
三
)
は
「
老
将
行
」
の
解
題
で
「
這
首
詩
受
飽
照
《
代
東
武
吟
》
根
深
影
響
、
但
比
飽
詩
思
想
内
容
更
複
雑
深
刻
、
格
調
更
悲
涼
糠

慨
。
(
こ
の
詩
は
飽
照
「
代
東
武
吟
」
の
深
い
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
鮒
照
詩
と
比
べ
れ
ば
思
想
内
容
は
さ
ら
に
複
雑
深
刻
で
あ
り
、

格
調
は
さ
ら
に
も
の
悲
し
く
懐
慨
し
て
い
る
。
一
一
一

J

と
飽
照
「
代
東
武
吟
」
の
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
。

田
部
井
文
雄
氏
は

こ
の
よ
ト
つ
に
、

内
容
は
全
く
新
た
な
も
の
で
は
な
く
先
行
す
る
作
品
の
影

を
受
け
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

楽
府
文
学
に
お
け
る
王
維
の
「
老
将
行
」
の
位
援
付
け
に
つ
い
て
(
蔚
藤
)

頁
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と
こ
ろ
が
、

田
部
井
氏
と
吋
唐
詩
三
百
苔
全
釈
い
が
類
似
性
を
指
摘
す
る

操
と
飽
照
の
二
つ
の
作
品
は
、

そ
れ
ぞ
れ
作
中
人
物
の

地
位
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
曹
操
「
亀
雄
寿
詩
」

「
代
東
武
将
~
」
は
有
名
な
将
軍
に
槌
行
し
て
出
征
す
る
一
兵
卒
な
の
で
あ
る
。

に
描
か
れ
る
人
物
は

「
老
将
行
」

と
同
じ
将
軍
で
あ
る
の
に
対
し
、

飽
照

こ
の
よ
う
に
大
き
な
差
異
を
持
つ
に
も
か
か
わ
ら
、
ず
、

こ
れ
ら
二
作
品
が

「
老
将
行
」

に
影
響
を
与
え
た
作
品
と
し
て
指
摘
さ
れ
る

の
に
は
い
か
な
る
理
由
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
老
将
行
」
が
い
か
な
る
作
品
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
か
、

の
中
に
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
か
を
検
討
す
る
。

本
論
文
で
は
、

王
維
の

す
な
わ
ち
王
維
の

「
老
将
行
」
が
楽
府
文
学

て

総

集

に

お

け

る

「
老
将
行
」

の
分
類

は
じ
め
に
『
楽
府
詩
集
』
な
ど
の
総
集
に
お
い
て

「
老
将
行
」
が
ど
の
よ
う
な
作
品
だ
と
見
ら
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

楽
府
の
一
大
詩
集
で
あ
る
郭
茂
情
の
「
楽
府
詩
集
』

で
は
、

「
老
将
行
」

iま

「
新
楽
府
辞
」

(
巻
第
九
十
)

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

ま

た
、
将
軍
を
詠
じ
た
劉
希
夷
・
張
籍
の

「
将
軍
行
」

(
巻
第
九
十
)

の
直
後
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

「
新
楽
府
辞
」

に
収
録
さ
れ
る
の
は
、

い
ず
れ
も
伝
統
的
な
詩
題
を
継
承
せ
ず
、
唐
代
に
な
っ
て
新
た
に
命
名
さ
れ
た
詩
題
を
持
つ
作
品
で
あ
る
。

そ
の
た
め
前
寵
さ
れ
て
い

る
作
品
が
そ
の
後
ろ
の
作
品
と
直
接
継
承
関
係
に
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。

し

か
し

「
将
軍
」

と
い
う
類
/
似
の
テ

i
マ
を
持
つ
作
品
と

し
て
近
接
し
た
場
所
に
配
置
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

p

一GP
一
J

、

ナ
/
ナ
j

l

L

い
ず
れ
も
一
人
の
将
軍
を
テ

i
マ
と
し
て
そ
の
人
物
の
個
人
的
な
様
子
を
述
べ
て
い
る
の
だ
が
、

間
作
品
の
構
成
や
内
容

は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

劉
希
夷
「
将
軍
行
」

で
は
ま
ず
「
将
軍
関
鞍
問
、

取
介
当
風
立
。
諸
将
欲
言
事
、

透
巡
不
敢
入
。

(
将
軍



鞍
門
を
開
き
、

秋
介

嵐
に
当
た
り
て
立
つ
。
諸
将
事
を

わ
ん
と
欲
す
る
も
、

透
巡
し
て
敢
え
て
入
ら
ず
。
)
」

(
第
一

i
四
句
)

と

将
軍
の
威
厳
を
示
し
た
後
、

ひ
た
す
ら
将
軍
の
活
躍
を
描
き
、

末
二
句
で

「
献
凱
帰
京
都
、

軍
容
何
翁
習
。

(
献
凱
京
都
に
帰
り
、

容
何
ぞ
翁
習
た
り
。
)
」

第
十
九

二
十
句
)

と
凱
旋
す
る
将
軍
の
様
が
詠
じ
ら
れ
る
。

一
方
、

王
維
の

「
老
将
行
」

も

ご

身

転

戦

三
千
里
、

一
剣
曾
当
百
万
師
(
一
身

転
戦
す

三
千
里
、

一
剣

「
衛
青
不
敗
由
天
幸
、

ハ
世
田
て
当
た
る

百
万
の
師
ご

(
第
五
、
六
匂
)

と
、
戦
場
で
活
躍
す

る
将
軍
を
描
く
が
、

ひ
た
す
ら
に
活
躍
は
描
か
れ
ず
、

李
広
無
功
縁
数
奇
。
自
従
棄
置
便
衰
朽
、

李
広
の
功
無
き
は
数
奇
に
縁
る
。
棄
置
せ
ら
れ
て
自
従
り
便
ち
衰
朽
し
、

世
事
礎
詑
成

白
首

(
衛
青
の
敗
れ
ざ
る
は
天
幸
に
由
り
、

世
事

瑳
石官

と
し
て
自
首
と
成
る
。
)
」

(
第
九

l
十
二
匂
〉

と
不
運
に
よ
り
捨
て
ら
れ
る
様
が
述
べ
ら
れ
る
。

『
唐
文
粋
』
で
は

「
辺
塞
」

(
巻
十
二
)

に
分
類
さ
れ
、

劉
希
夷
・
張
籍
の

「
将
軍
行
」
、
在
穎
「
震
将
軍
」

の
後
ろ
に
配
置
さ
れ
て

い
る
。
雀
顛
は

「
子
時
才
名
之
士
王
維
・
雀
顛
・
虚
象
等
、
常
与
捗
唱
和
遊
処

(
侍
に
才
名
の
士
王
維
・
雀
穎
・
麗
象
等
、
常
に
与
に

捗
り
て
唱
和
し
遊
ぶ
処
な
り
)
」

三
一
雀
将
軍
」
は
、
『
楽
白
川
詩
集
』

(
『
旧
唐
書
』
巻
九
十
二
・
章
砂
伝
)

と
あ
り
、

王
維
と
伺
世
代
の
人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

雀
割
引
ハ
の

で
は

「
新
楽
府
辞
」

で
は
な
く

「
琴
曲
歌
辞
」

(
巻
第
六
十
)

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

、，ー

、畑一

れ
は
、
在
顛
「
震
将
軍
」

の
前
に
収
録
さ
れ
る
震
去
病
「
琴
歌
」

(
巻
第
六
十
)

「
『
古
今
楽
録
』

巴

「
震
将
軍
去
病
益
封
万
五
千
戸
、

秩
禄
与
大
将
軍
等
、

於
是
志
得
意
歓
市
作
歌
。
」
按
『
琴
操
』
有
「
震
将
軍
渡
河
操
」
、

去
病
所
作
也
。

(
『
士
口
今
楽
録
』
に
日
く

「
塞
将

軍
去
病
万
五
千
戸
を
益
封
さ
れ
、

秩
禄
大
将
軍
と
等
し
、

是
に
於
い
て
士
山
意
を
得
歓
び
て
歌
を
作
る
。
」

と
あ
る
た
め
で
あ
る
。

と
。
按
ず
る
に
『
琴
操
』
に

「
震
将
軍
渡
河
操
」
有
り
、

去
病
の
作
る
所
な
り
。
)
」

雀
田
駅

「
一
種
将
軍
」

lま

「
長
安
甲
第
高
入
雲
、

誰
家
居
住
一
獲
将
軍
。

(
長
安
の
甲
第

高
く
雲
に
入
り
、

誰
が
家
ぞ
居
住
す
一
審
将

軍

(
位
第
一
、

二
匂
)

と
一
程

病
の
よ
う
に
高
貴
な
る
人
物
が
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
か
と
述
べ
、

莫

笑
手
手
可
熱
、

須
突
火
尽
灰

亦
滅
。
莫
言
貧
賎
知
可
欺
、

人
生
富

自
有
B寺

一
朝
天
子
賜
顔
色
、

世
上
悠
悠
応
自
知
。

(
一
一
一
一
口
う
莫
か
れ

手
を
実
れ
ば
手
熱
す
べ

楽
府
文
学
に
お
け
る
王
維
の
「
老
将
行
」
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
(
蘇
藤
)
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し
、
須
突
に
し
て
火
尽
く
灰
に
し
て
亦
た
滅
す
。

う
英
か
れ

賎
即
ち
欺
く
べ
し
、

人
生
の
富
貴
自
ら
時
有
り
。

一
一
朝
天
子
顔
色

を
賜
り
、

泣
上

悠
悠
た
り

応
に
自
ら
知
る
べ
し
口
ご

(
第
五

i
八
句
)

と
権
勢

黄
は
長
く
続
か
な
い
し
天
子
の
寵
愛
も
ほ
ん
の

一
時
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

こ
こ
で
は
、

去
病
偲
人
の
こ
と
と
い
う
よ
り
は
、

去
病
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
権
勢
富
貴
と
い
っ
た
も
の
の
は
か
な
さ
、

し、

わ
ば
社
会
全
体
に
関
す
る
一
般
化
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
は
、

王
維
の

「
老
将
行
」
が
老
将
の
個
人
的
な
事
情
を

描
く
の
と
は
対
線
的
な
内
容
で
あ
る
。

『
文
苑
英
華
』

で
は

「
征
成
」

に
分
類
さ
れ
、

胡

a告E

「
大
漠
行
」

(
巻
一
二
百
三
十
三
)

に
後
置
さ
れ
て
い
る
。

「
大
漢
行
」

斗
E

品、

「
単

子
犯
翻
壊
、
虜
騎
略
薪
辺
。

(
単
子

煎
壌
を
犯
し
、

続

辺
を
略
す
。
)
」

(
第
一
、

二
句
)

と
勾
奴
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
た
北
方

地
方
で
戦
う
漢
軍
の
様
を
詠
じ
て
い
る
。

し
か
し
、

劉
希
夷
「
将
軍
行
」

な
ど
と
は
異
な
り
、

「
馬
蹄
凍
溜
石
、

湖
義
援
生
氷
。

雲
沙

一
決
襟
天
光
開
、

河
塞
陰
沈
海
色
凝
。

(
馬
蹄
凍
え
て
石
に
溜
り
、

海

暖
か
き
も
氷
を
生
、
ず
。

雲
沙
決
済
と
し
て
天
光
閉
じ
、

河
塞
陰

沈
と
し
て
海
色
凝
る
。
)
」

(
第
十
三

i
十
六
句
)

と
厳
し
い
環
境
の
中
に
あ
っ
て
、

「
薫
索
辺
心
常
不
楽
。

(
藩
索
と
し
て
辺
心
常
に
楽

し
ま
ず
。
)
」

(
第
十
八
匂
)

と
欝
々
と
し
た
気
分
で
、

「
北
堂

草
不
寄
来
、

東
国
桃
李
長
相
憶
。

と
憂
い
を
抱
き
つ
つ
故
郷
の
桃
李
を
思
い
出
す
と
い
う
よ
う
に
、

(
北
堂
の
菅
一
草

寄
り
て
来
た
ら
ず
、

東
愚
の
桃
李

長
く
相
い
憶
う
。
)
」

(
第
三
十
て

三
十
二
匂
)

戦

地
で
苦
し
む
兵
士
を
措
く
。

こ
れ
も
雀
顛
「
震
将
軍
」

の
よ
う
に
一
般
化
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
『
文
苑
英
華
』
で
は
都
希
夷
の

「
将
軍
行
」

(
巻
一
百
九
十
六
)

lま

「
楽
府
」

に
配
置
さ
れ
、

張
籍
「
将
軍
行
」
、

雀
顛

「
震
将
軍
」

は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
各
種
総
集
に
お
い
て

「
老
将
行
」

は
、
継
承
関
係
は
と
も
か
く
と
し
て
、

践
を
置
い
た
作
品
と
見
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
詩
題
か
ら
、
戦
地
で
の
将
軍
を
詠
じ
た

グ
ル
!
プ
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、

将
軍
を
詠
ず
る
こ
と
に

ま
た
、

多
く
の
作
品
が
戦
場
で
戦



う
兵
士
の
一
般
化
さ
れ
た
苦
し
み
な
ど
の
諸
問
題
を
扱
う
の
に
対
し
て
、

「
老
将
行
」

は
老
将
の
畑
山
人
的
な
事
情
や
患
い
を
述
べ
て
い

る。

二
、
楽
府
に
お
け
る

「
将
軍
」
と

「
老
い
」

第
一
節
で
は
、

「
老
将
行
」
が
総
集
に
お
い
て
は
戦
地
の
将
軍
を
詠
じ
た
作
品
に
属
し
て
い
る
こ
と
を
み
た
。

し
か
し
、

「
老
将
行
」

に
前
宣
さ
れ
る
作
品
と
は
内
容
を
異
に
し
て
お
り

継
承
環
係
ま
で
は
認
め
ら
れ
な
い
。

そ
れ
で
は

「
老
将
行
」

は
ど
の
よ
う
な
作
品

を
継
承
し
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
、

「
老
将
行
」

を

「
将
軍
」

と

「
老
い
」

に
分
け
て
検
討
し
、

こ
れ
ら
を
テ
!
マ
と
す

る
楽
府
が
ど
の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
の
か
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず

「
将
軍
」

に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
第
一
節
で
見
た
よ
う
に
『
楽
府
詩
集
』
で
は

そ
の
力
強
さ
が
描
か
れ
て
い
た
。

こ
の
作
品
が

「
新
楽
府
辞
」

行
」
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

一
人
の
将
軍
を
テ

i
マ
と
し
、

え老
'L *f 
、イ7

の
前
に
部
希
夷
の

「
将
軍

に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、

そ
れ
ま
で
に
は
将
軍
そ
の
も
の
を
テ

i
マ
と
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
。

た
と
え
ば

、
梁
・
張
正
見
「
紫
騎
馬
」

(
『
楽
府
詩
集
』
巻
第
二
十
四
)

で
は
、

「
将
軍
入
大
宛
、

善
馬
出
従
戎
。

(
将
軍
大
宛
に
入

り
、
善
馬
出
で
て
戎
に
従
う
。
)
」

第

二
句
)

と
将
軍
が
述
べ
ら
れ
る
が
、

詩
題
か
ら
あ
る
い
は
詩
中
に

「
似
鹿
猶
依
草
、
如
龍

欲
向
空
。

(
鹿
に
似
て
猶
お
草
に
依
り
、
龍
の
如
く
空
に
向
わ
ん
と
欲
す
。
)
」

(
第
五
、

六
句
)

と
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
駿
罵

が
テ

i
マ
で
あ
る
。

こ
の
作
品
の
よ
う
に
将
軍
は
馬
や
戦
地
の
様
子
な
ど
を
テ

i
マ
と
し
た
作
品
の
一
要
素
と
し
て
詠
じ
ら
れ
る
場
合

が
多
い
。

そ
の
よ
う
な
作
品
の
中
で
将
軍
自
体
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
と
い
え
ば
、

梁
・
王
訓
「
度
間
関
山
」

(
吋
楽
府
詩
集
』
巻
第
二

楽
府
文
学
に
お
け
る
王
維
の
「
老
将
行
」
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
(
嬬
藤
)

五
頁



筑
技
中
国
文
化
論
議
第
三
十
号

二
O
一一

六
頁

将
軍
兵
を
発
す
る
に
撞
に
す
。
)
」

(
『
楽
府
詩
集
」
巻
第
二
十
八
)
に
「
将
軍
多
事
勢
(
将
軍
事
勢
多
く
ご

あ
る
よ
う
に
、
権
力
と
威
勢
の
あ
る
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
唐
に
な
っ
て
か
ら
も
虞
世
基

十
七
)

「
都
議
疲
認
吏
、

将
軍

発
兵
。

都

十
史
に
認
ぐ
る
に
疲
れ
、

(
第
二
十
五
、

十

「
日
出
東
南
隅
行
」

(
第
十
七
匂
)

と

句
)
や
北
罵
・
王

「
出
塞
」

(
『
楽
府
詩
集
』
巻
第
二
十

一
、ー，〆

の

「
将
軍
吉
戦
威
(
将
軍

百
戦
の
威
ご

(
第
六
匂
)

と
威
勢
あ
る
将
軍
像
が
継
承
さ
れ
る
。

そ
し
て
、

将
軍
の
威
勢
あ
る
様
を

一ア

l
マ
と
し
た
劉
希
夷
の

「
将
軍
行
」

へ
と
継
承
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

将
軍
そ
の
も
の
を
テ

i
マ
と
し
た
作
品
は
部
希
爽
が
は
じ
め
で
あ
る
が
、

そ
の
内
容
は
六
朝
以
降
に
主
流
で
あ
る
内
容

を
継
承
し
た
も
の
と
い
え
る
。

次

「
老
い
」

は
ど
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、

過
去
と
の
対
比
に
よ
っ
て
時
間
の
移
ろ
い
や
す
さ
や
そ

の
た
め
に
生
じ
る

い
や
嘆
き
な
ど
人
間
一
般
に
お
け
る
問
題
を
詠
ず
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば

「
長
歎
行
」

古
辞

(
『
楽
府
詩
集
』
巻
第
一
ニ
十
)

で
は
、

河
は
東
に
流
れ
て
決
し
て
西
に
戻
ら
な
い
と
時
間
の
不
可
逆
性
を

述
べ
た
あ
と
に
、

「
少
壮
不
努
力
、

老
大
徒
傷
悲
(
少
壮
に
し
て
努
力
せ
ず
ん
ば
、

老
大
に
し
て
徒
に
傷
悲
せ
ん
ご

(
第
九
、

十
句
)

と
い
う
。

こ
の
詩
に
つ
い
て
『
楽
府
解
題
』
は

了
一
一
一
回
芳
華
不
久
、

当
努
力
為
楽
、

無
歪
老
大
乃
傷
悲
品
。

合
一
一
一
口
は
芳
華
久
し
か
ら
ず
、

当
に
努
力
し
て
楽
を
為
す
べ
し
、

老
大
に
至
り
て
乃
ち
傷
悲
す
る
こ
と
無
か
れ
。
)
」

(
『
楽
府
詩
集
』
巻
第
一
一
一
十
)

と
い
う
よ
う
に
、

年

る~ '1境
O で

は
な
く

老
い
て
後
悔
し
な
い
よ
う
に
若
い
持
分
に
大
い
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
作
品
で
は
、
老
人
の
偶
人
的
な
、
感

老
人
と
少
年
の
対
比
を
通
し
て
時
の
移
ろ
い
や
す
さ
や
人
生
の
は
か
な
さ
な
ど
人
間
一
般
に
お
け
る
問
題
を
詠
じ
て
い

唐
に
至
っ
て
も
こ
の
特
徴
は
継
承
さ
れ
続
け
て
お
り
、

「
年
年
歳
歳
花
相
似
、

歳
歳
年
年
人
不
向
。

(
年
年
歳
歳
花
相
似
た
り
、

歳
歳

年
年
人
間
じ
か
ら
ず
。
)
」

の
匂
で
有
名
な
議
希
夷
「
白
頭
、
吟
」

(
吋
楽
府
詩
集
』
巻
第
盟
十
二

で
は

「
此
翁
白
頭
真
可
憐
、
伊
昔
紅
顔



美
少
年
。

(
此
の
翁
の
白
頭
真
に
憐
れ
む
べ
し
、
伊
れ
昔
紅
顔
の
美
少
年
。
)
」

(
第
十
五
、

十
六
匂
)

と
い
う
よ
う
に
少
年
と
老
人
を
対

比
さ
せ

「
但
看
出
来
歌
舞
地
、
唯
有
黄
昏
鳥
雀
悲
。

(
但
だ
看
る
出
来
歌
舞
の
地
を
、
唯
だ
有
り
黄
昏
白
鳥
雀
悲
し
む
。
)
」

(
第
二
十
五
、

二
十
六
匂
)

と
締
め
く
く
ら
れ
て
お
り
、
時
の
移
ろ
い
や
す
さ
や
人
生
の
は
か
な
さ
と
い
っ
た
無
常
を
描
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、

老
人
を
詠
ず
る
多
く
の
楽
府
作
品
で
は
、

老
人
そ
の
も
の
個
々
の
具
体
的
な
感
情
を
詠
ず
る
よ
り
も
、

少
年
と
の
対

比
に
よ
っ
て
人
生
や
時
間
な
ど
人
間
一
般
の
問
題
を
詠
じ
て
い
る
。

(
七
)

田
部
井
氏
が
指
摘
し
た
曹
操
「
亀
雄
寿
」

(
『
楽
府
詩
集
』
巻
第
五
十
四
、

一
名
「
歩
出
夏
向
行
」
巻
第
三
十
七
)

も
「
老
験
伏
握
、

志
在
千
里
。

烈
士
暮
年
、
壮
心
不
巳
。

(
老
験

涯
に
伏
す
も
、

志
は
千
里
に
在
り
。

烈
士
暮
年
な
る
も
、
壮
心

己
ま
ず
。
)
」

(
位
弟
五

(
)
八
匂
)

と
、
年
老
い
て
も
な
お
強
い
志
を
持
つ
老
人
を
描
い
て
い
て
い
る
。

し
か
し
、

こ
の
作
品
も
老
人
自
身
の
感
慨
を
詠
ず
る
事

よ
り
も
「
盈
縮
之
期
、

べ
し
。
)
」

(
第
九
(
)
十
二
匂
)

不

但

在

天

。

養

恰

之

福

、

但

だ

天

に

在

る

の

み

な

ら

ず

。

養

恰

の

福

、

永

年

を

得

人
生
の
は
か
な
さ
を
詠
ず
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
作
品
と
は
異
な
っ
て
力
強
い
老

可
得
永
年
。

(
盈
縮
の
期
、

と

人
で
は
あ
る
が
、

時
や
人
に
関
す
る
一
般
的
問
題
を
詠
じ
た
先
の
作
品
と
同
種
の
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、

飽
照
の

「
代
東
武
吟
」

(
『
楽
府
詩
集
』
巻
第
四
十
一
)

は
異
な
っ
た
特
徴
を
示
し
て
い
る
。

飽
熊
「
代

東
武
吟
」

は
、
老
将
自
身
の
辛
苦
を
詠
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ー
主
人
且
勿
詰

主
人
且
ら
く
詰
し
く
す
る
な
か
れ

賎
子
歌

日美
子

一
言
を
歌
わ
ん

僕
本
寒
郷
土

僕
は
本
寒
郷
の
士

出
身
蒙
漢
患

出
身
し
て
漢
患
を
蒙
る

5
始
随
張
校
尉

始
め
に
張
校
尉
に
槌
い

楽
府
文
学
に
お
け
る
王
維
の
「
老
将
行
」
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
(
務
牒
)

七
十
良
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二
十
号

戸
口
募
部
将
源

後
逐
李
軽
車

追

出
塞
一
抱
一

密
途
一
日
一
万
里

日
寧
歳
猶
七
奔

飢
力
尽
鞍
甲

心
思
歴
涼
温

将
軍
既
下
註

部
治
十
必

日
時
事
一
一
戦
異

孤
績
誰
復
論

少
壮
辞
家
去

窮
老
還
入
門

緩
鎌
刈
葵
震

初
荷
杖
牧
鶏
豚

昔
如
籍
上

今
似
濫
中
猿

徒
結
千
載
恨

ニ
O
一一

八
頁

召
募
せ
ら
れ
て
河
源
に
到
る

密;:n業後
きをに
途ミ追李
もい軽
万て車
里塞ごを
に垣三追
亙をい
り出
ぐ〉

き
歳
鞍れこ
甲;も
にぎ醤
尽お
き七

奔
す

月九
力
心
怠

涼
湿
を
-
歴
た
り

将
軍
は
既
に
下
世
し

存

部
曲
も
亦
た
存
す
る
も
の
翠
な
り

時
事

一
朝
に
異
な
り

孤
績

誰
か
復
た
論
ぜ
ん

少
壮
に
し
て
家
を
辞
し
て
去
り

窮
老
に
し
て
還
り
て
向
に
入
る

鎌
を
腰
に
し
て
葵
一
種
を
刈
り

昔杖
lまに
議;f奇
上;り
のて
鶏
豚
を
牧

つ

の
如
く

今
は
権
中
の
猿
に
似
た
り

徒
に
千
載
の
恨
み
を
結
び



空
負
百
年
怨

お
棄
席
思
君
握

疲
馬
恋
君
軒

願
垂
普
主
恵

不
憐
由
子
魂

空
し
く
吉
年
の
怨
み
を
負
う

棄
席
は
君
の
握
を
思
い

疲
馬
は
君
の
軒
を
恋
う

願
わ
く
は
晋
主
の
恵
を
垂
れ

田
子
の
魂
に
憐
じ
ざ
ら
ん
こ
と
を「
妓
子
」
が
自
分
の
A
寸
に
至
る
ま
で
の
経
緯
や
患
い
を

「
主
人
」

に
語
り
か
け
る
と

二
匂
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
年
老
い
た

信用一、

い
う
独
白
形
式
で
一
篇
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。

」一

、

「
賎
子
」

「
寒
郷

つ
ま
り
貧
し
い
土
地
出
身
の
男
で
あ
る
が
、

大
筋
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
自
ら

と
名
乗
る
人
物
は

(
第
三

i
十
二
匂
)
。

し
か
し
、

時
世
の
変
化
に
よ
っ

漢
王
朝
の
恩
恵
を
被
り
張
寮
や
李
察
と
い
っ
た
有
能
な
武
将
に
従
い
尽
力
し
た

「
濫
中
猿
」

と
い
う
よ
う
に
能
力
を
発
揮
す
る
場
も
な
く
年
老
い
た
ま
ま
帰
郷
し
て

耕
作
に
従
事
す
る

て
功
績
も
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
い
、

そ
し
て
、

十
八
匂
)
。

(
第
二
十
二
句
)

(
第
十
一
二

1
二
十
三
匂
)
。

「
主
人
」

に
晋
文
公
や
田
子
方
の
よ
う
な
引
き
立
て
を
願
う

(
第
二
十
五

i
ニ

こ
の
詩
で
は
一
篤
の
主
題
と
な

「
活
躍
↓
捨
て
置
か
れ
る
↓
老
い
・
帰
郷
」
と
い
う
複
雑
な
経
歴
を
持
つ
人
物
を
物
語
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
。

「
徒
結
千
載
恨
、
空
負
百
年
怨
。
」
(
第
二
十
三
、
二
十
四
匂
)
と
い
う
老
人
の
個
人
的
な
感
慨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
代
東
武
吟
」
は
一
般
化
さ
れ
た
内
容
を
詠
じ
て
い
た
他
の
作
品
と
は
大
き
く
異
な
っ
た
作
品
な
の
で
あ
る
。

「
老
い
」

っ
て
い
る
。

ま
た
、

そ
れ
ま
で
の
老
人
は
少
年
と
対
比
に
よ
っ
て
一
般
的
問
題
を
詠
ず
る
た
め
に
詠
出
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
し
て
、

内
容
は

こ
の
よ
う
に
、

組
照
の

「
将
軍
」

こ
れ
ら
は
、
劉
希
夷
の

見

「
将
軍
行
」

や

「
白
頭
吟
」

本
節
で
は
楽
府
に
お
け
る

老
人
の
個
人

の
様
相
を
み
て
き
た
。

と

え
た
よ
う
に
初
麿
後
期
に
お
い
て
も
大
き
な
傾
向
は
変
わ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
に
あ
っ
て
、

楽
府
文
学
に
お
け
る
王
維
の
「
老
将
行
」
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
(
藤
勝
)

九
頁



筑
波
中
菌
文
化
論
議
第
三
十
号

的
な
感
慨
を
詠
じ
た
飽
照
の

二
O

一一
「
代
東
武
吟
」

二
、
楽
府
に
お
け
る

「
者
将
行
」

第
二
節
で
は

楽
府
に
お
け
る

コ
将
軍
」

て
み
よ
う
。

ま
ず
、

王
維
の

1 
少
年
十
五

十
日寺

歩
行
奪
取
胡
馬
騎

射
殺
山
中
自
額
虎

肯
数
郭
下
黄
緑
鎖
児

5
一
身
転
戦
三
千
里

一
剣
曾
当
百
万
師

漢
兵
奮
迅
如
露

虜
騎
山
崩
騰
畏
菜
泰

衛
青
不
敗
由
天
幸

日
李
広
無
功
縁
数
奇

自
従
棄
震
便
衰
朽 「

老
将
行
」

を
見
て
み
よ
う
。

少
年
十
五

一
十
の
持

歩
行
し
て
奪
取
す

射
殺
す

山
中

止
問
え
て
数
え
ん
や

身

転
戦
す

剣

ハ
世
田
て
当
た
る

漢
兵

奮
迅
す
る
は
露

虜
紘
桝

崩
騰
し

衛
車
問
の
敗
れ
ざ
る
は
天
幸
に
由
り

羨
泰
を
畏
る

は
楽
府
史
上
特
殊
な
位

の
位
寵
付
け

と

「
老
人
」

の
様
相
を
見
て
き

胡
篤
の
騎

自
額
の
虎

郭
下
の
黄
毅
児

三
千
里百
万
の
師

の
如
し

李
広
の
功
無
き
は
数
奇
に
縁
る

棄
置
せ
ら
れ
て
自
従
り
便
ち
衰
朽
し

に
あ
る
の
で
あ
る
。

が
、
本
節
で
は
こ
れ
ら
と

「
老
将
行
」

一
O
頁

を
比
較
検
討
し



世
事
瑳
花
成
白
首

昔
時
飛
箭
無
全
自

今
日
垂
楊
生
左
対

日
以
路
傍
特
売
故
侯
瓜

門
前
学
種
先
生
柳

十
位
廷
古
木
連
窮
巷

家
落
寒
山
対
虚
踊

指
一
邑
令
疏
勤
出
飛
泉

加
不
似
穎
川
空
使
漉

賀
蘭
山
下
陣
如
一
倍
一
試

羽
激
交
馳
日
夕
闇

節
使
三
一
削
募
年
少

詔
書
五
道
出
将
軍

お
試
払
欽
衣
如
雪
色

物
持
宝
剣
動
星
文

願
得
燕
弓
射
大
将

恥
令
越
甲
鳴
呉
君

莫
嫌
旧
日
雲
中
守

世
事

昔
時

今
日
路
傍

確
詑
と
し
て
白
言
と
成
る

飛
箭

全
自
無
く

垂
楊

左
肘
に
生
、
ず

時
に
売
る

故
侯
の
瓜

種
う
る
を
学
ぶ

先
生
の
柳

在
荘
た
る
古
木

虚
編
に
対
す

窮
巷
に
連
な
り

話
結
っ
て

家
落
た
る
寒
山

疏
勤
を
し
て
飛
泉
を
出
だ
さ
し
む

{以
ず

頴

HJ

賀
関
山
下
陣
は
思
議
の
如
し

空
し
く
使
漉
す
る
に

~~ 
撤
節
使

詔
書
し
て 交
ご
も
馳
せ

日
夕
に
関
ゆ

三
河

年
少
を
募
り

五
道

将
軍
を
出
す

試
み
に
鉄
衣
を
払
え
ば
雪
色
の
如
し

聯
か
宝
剣
を
持
し
て
星
文
を
動
か
す

願
わ
く
は
燕
弓
も
て
大
将
を
射
る
を
得
ん

越
申
を
し
て
呉
君
に
鳴
ら
し
む
る
を
恥
づ

嫌
う
莫
か
れ

i日
日

中
。〉

守

楽
府
文
学
に
お
け
る
王
維
の
「
老
将
行
」
の
位
鐙
付
け
に
つ
い
て
(
藤
勝
)

頁
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mω
猶
堪
一
、
戦
立
功
勲

猶
お
堪
え
た
り

戦

功
勲
を
立
つ
る
に

概
要
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
、

老
将

は
若
い
頃
か
ら
勇
壮
で
戦
地
に
赴
け
ば
た
つ
た
一
人
で
百
万
の
軍
隊
に
も
匹

敵
す
る
活
躍
を
す
る
と
い
う
様
が
描
か
れ
る

(
第
一

i
八
句
)
口

し
か
し

李
広
の
よ
う
に
不
運
に
よ
っ
て
捨
て
置
か
れ
、

年
を
取
っ

て
し
ま
う

(
第
九

1
十
二
句
)

D

昔
の
よ
う
な
勇
ま
し
さ
も
、
消
え
、

秦
滅
亡
後
に
路
上
で
瓜
を
売
っ
て
暮
ら
し
た
召
平
や
陶
淵
明
を
真

似
て
暮
ら
そ
う
と
す
る
様
が
描
か
れ
る

(
第
十
一
一
一

1
十
八
匂
)
。

し
か
し

そ
の
よ
う
な
生
活
に
甘
ん
ず
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
心

を
奮
い
立
た
せ
、

再
び
戦
地
で
活
躍
し
た
い
と
述
べ
る

(
第
十
九

i
一
二
十
句
)
。

ま
ず
、

「
将
軍
」

を
詠
じ
た
先
行
作
品
と
比
較
し
て
み
る
と
、

「
老
将
行
」

の
第
十
一

i
十
七
句
の
捨
て
ら
れ
て
田
舎
で
年
老
い
て
い

く
場
面
を
除
い
て
戦
場
で
の
様
子
は
勇
ま
し
く
、

将
軍
の
力
強
さ
を
描
い
た
先
行
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
を
継
承
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

次
に
、

「
老
い
」

を
詠
ず
る
作
品
と
比
較
す
れ
ば
、

「
代
東
武
吟
」

と
構
成
・
内
容
と
も
に
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
老
将
行
」

の
構
成
を
見
て
み
る
と
、

老
将
を
一

の
主
題
と
し
て
い
る
こ
と
、

そ
れ
か
ら
老
人
が

「
活
躍
↓
捨
て
置
か
れ
る
↓
老

い
る
」

と
い
う
複
雑
な
経
歴
を
経
て
い
る
こ
と
な
ど
が

「
代
東
武
吟
」

と
共
通
し
て
い
る
。

内
容
を
見
る
と
、

「
顕
得
燕
弓
射
大
将
、

恥
令
越
甲
鳴
呉
君
。
莫
嫌
侶
日
雲
中
守
、
猶
堪
一
戦
立
功
勲
」

(
第
二
十
七

1
一
二
十
句
)

と

君
患
に
報
い
て
再
び
功
績
を
、
挙
げ
よ
う
と
い
う
老
将
の
個
人
的
な
思
い
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
も
飽
熊
の

「
代
東
武
吟
」

と
問
問
じ

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

玉
維
の

「
老
将
行
」

は
、
総
熊
の

「
代
東
武
吟
」

の
構
成
・
内
容
に
お
け
る
特
徴
を
見
事
な
ま
で
に
備
え
て
お
り
、

「
代
東
武
吟
」

を
継
承
す
る
作
品
だ
と
言
え
る
。

こ
の
こ
と
は
別
の
密
か
ら
も
指
摘
で
き
る
。

王
維
に
は
老
将
を
描
い
た
楽
府
が
も
う
一
首
あ
る
。

そ
れ
は

(
九
}

「
擁
頭
吟
」

で
あ
る
。

こ
の
作
品
に
は
先
行
作
品
と
し
て

「
犠
頭
」

(
『
楽
府
詩
集
』
巻
第
二
十
二

や

「
陣
頭
水
」

(
『
楽
府
詩
集
』
巻
第
二
十
こ
が
あ
り
、



こ
れ
ら
を
受
け
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は

「
老
将
行
」
が
そ
れ
ま
で
に
使
用
例
の
な
い
詩
題
を
用
い
た
楽
府
、

す
な
わ
ち
新

題
楽
飛
で
あ
る
の
と
異
な
り
、
襲
う
べ
き
作
品
を
持
つ
い
わ
ば
伝
統
楽
府
と
い
え
よ
う
。

王
維
の

「
龍
頁
今
一

w
n
r
一
円

H
v
t

」

で
は
、

先
行
作
品
と
は
異
な
り
詩
題
が

「吟」

で
あ
る
若
干
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
、

老
人
の
詠
じ
方
は
そ
れ

ま
で
の
老
人
を
詠
じ
た
楽
府
と
伺
様
に
少
年
と
老
人
を
対
比
さ
せ
る
こ
と
で
特
定
の
老
人
の
個
人
的
な
感
慨
で
は
な
く
老
人
の
一
般
化

さ
れ
た
問
題
を
詠
じ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
伝
統
楽
府
題
を
用
い
た
作
品
で
は
、

伝
統
的
な
テ
!
マ
の
詠
じ
方
を
継
承
し
て
い
る
の
で
あ

る。
す
な
わ
ち
、

王
維
は
先
行
作
品
に
継
承
さ
れ
て
き
た
老
人
の
表
現
方
法
を
十
分
に
心
得
て
い
た
と
い
え
、

「
老
将
行
」

に
描
か
れ
る

伝
統
を
逸
脱
し
た
老
人
像
は
、

伝
統
を
逸
脱
し
た

「
代
東
武
吟
」

を
意
図
的
に
用
い
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

「
老
将
行
」

を

「
将
軍
」

「
老
将
行
」
に
お
け
る
楽
府
文
学
史
的
位
置
づ
け
を
検
討
し
た
。

と
い
う
側
面
か
ら
見
れ
ば
、

そ
れ
ま
で
の
将
軍
を
詠
じ
た
作
品
に
掛
か
れ
る
力
強
い
将
軍
像
を
継
承
し
た

本
論
文
で
は
、

王
主任
。〉

も
の
で
あ
る
。

一
方
、

「
老
人
」

と
い
う
側
面
か
ら
見
れ
ば
、

そ
れ
ま
で
の
老
人
の
詠
じ
方
か
ら
逸
脱
し
老
人
の
侶
人
的
な
感
慨
を
詠

じ
た
飽
照
の

「
代
東
武
吟
」

を
継
承
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、

そ
れ
ま
で
の

「
将
軍
」

の
詠
法
と
新
し
い

「
老
人
」

の
詠
法
を

融
合
さ
せ
て
作
ら
れ
た
の
が

「
老
将
行
」

な
の
で
あ
る
。

「
は
じ
め
に
」

に
お
い
て
、

田
部
井
氏
と
『
唐
詩
三
百
首
全
釈
』
が
そ
れ
ぞ
れ
作
中
人
物
の
地
位
が
異
な
っ
た
作
品
の
影

こ
の
一
見
す
る
と
矛
盾
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
指
摘
は
、

を
指
摘

し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
た
が
、

「
老
将
行
」
が
既
存
の

「
将
軍
」
像
と
新
し

楽
府
文
学
に
お
け
る
王
維
の
「
老
将
行
」
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
(
藤
勝
)

頁
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し1

「
老
人
」

像
の
融
合
作
品
で
あ
る
と
す
れ
ば
納
得
で
き
る
。

つ
ま
り
、

田
部
井
氏
は

「
老
将
行
」

。コ

「
将
軍
」

の
側
面
に
つ
い
て
指

摘
し
た
の
で
あ
り
、

『
唐
詩
三
百
首
全
釈
』
は

「
老
人
」

の
側
面
に
つ
い
て
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。

本
論
文
で
検
討
し
た
よ
う
に
王
維
の

「
老
将
行
」

に
は
総
照
の
影

が
色
濃
く
見
ら
れ
た
が
、

実
は
王
維
の
楽
府
に
お
け
る
飽
照
の

影

は
他
の
作
品
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
D

例
え
ば
そ
の

「
結
客
少
年
場
行
」

新
し
い
場
面
を
盛
り
込
む
こ
と
で
飽
照
の
作
品
を
発
展
さ
せ
て
い
る
。

コ
カミ

少
年
行

で
あ
る
。

こ
の
作
品
は
飽
照
の

を

忠
実
に
再
現
し
な
が
ら
も
、

そ
れ
を
連
作
で
詠
じ
た
り
、

王

維
に
お
い
て
は
陶
溺
明
の
影

が
よ
く
論
じ
ら
れ
る
が
、

こ
と
王
維
の
楽
府
研
究
に
聞
出
し
て
は
飽
照
の
影
響
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
ろ
う
。

注

(
一
)
『
窟
詩
三
吾
首
詳
解
』
(
大
修
館
蓄
広
、

一
九
八
八
)

下
巻

一
思
真

(
二
)
『
唐
詩
三
百
首
全
釈
』

五
五
真

--、
一
、--"

以
下
本
論
文
で
は
『
麿
詩
三
百
首
全
釈
』
の
解
題
に
用
い
ら
れ
て
い
る
呼
称
に
従
っ
て

「
代
東
武
吟
」

と
称
す
。

な
お
吋
楽
府
詩
集
』
で
は

「
東
武

吟
行
」

と
称
さ
れ
る
。

(
四
)
『
楽
府
詩
集
』
巻
第
二
十
三
・
横
吹
曲
辞
に
「
長
安
道
」

と
し
て
も
収
録
さ
れ
る
。

(五

胡
時
は
『
新
唐
書
』
墾
文
士
山
田
・
総
集
類

(
巻
六
十
)

に
-
記
載
さ
れ
て
い
る
『
朝
英
集
』
一
二
巻
の
注
に
「
関
元
中
張
孝
嵩
出
塞
、

張
九
齢
・
韓
休
・

窪
汚
・
王
翰
・
胡
結
・
賀
知
章
所
撰
送
行
歌
詩
。
」

と
あ
り
、
初
唐
末
か
ら
盛
唐
初
の
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
全
唐
詩
』
(
六
百
六
十
二
)
で

は
雀
淀
の
作
と
さ
れ
て
い
る
。

(
六
)
こ
の
他
に
「
紫
騒
馬
歌
辞

(
『
楽
府
詩
集
』
巻
第
二
十
五
)

の
第
三
曲

曹
操
「
却
東
西
内
行
」

(
『
楽
府
詩
集
』
巻
第
三
十
七
)
、

睦
機
「
葦
逃



行

(
司
楽
府
詩
集
』
巻
第
三
十
四

み
な
持
の
移
ろ
い
や
す
さ
や
人
生
の
は
か
な
さ
な
ど
人
間
一
般
に
お
け
る
問
題
を
詠
じ
て
い
る
。

な
ど
が
あ
り

(七

本
論
文

を
参
照
。

「
は
じ
め
に

八

佐
藤
大
志
氏
は

「
具
体
的
な
事
柄
の
叙
述
に
よ
っ
て
作
品
の
中
に
物
語
を
形
成
」

(
吋
六

す
る
こ
と
を
挙
げ
る

飽
昭
一
楽
府
の
特
徴
の

っ
と
し
て

朝
楽
府
文
学
史
研
究
』
各
論
第
二
章
「
飽
照
楽
府
詩
論
」
、
渓
水
社

二

O
O
三
)
。

九

「
長
安
少
年
遊
侠
客
、
夜
上
成
楼
看
太
自
。
権
頭
明
月
週
鵠
関
、
瀧
上
行
人
夜
吹
笛
。

関
西
老
将
不
勝
愁
、
駐
馬
聴
之
双
涙
流
。
身
経
大
小
百
余
戦
、

盤
下
偏
禅
万
戸
侯
。
蘇
武
綾
為
典
属
国
、
節
旋
空
尽
海
西
頭
。
」

(
十
)
驚
藤
聡

『
筑
波
中
国
文
化
論
叢
』
第
二
十
八
号

二

O
O
九
)
参

「
王
維
の
吋
少
年
行
』
に
つ
い
て
l

新
題
の
楽
府
の
詠
法
に
関
す
る
一
考
察

i
」

招…。

(
筑
波
大
学
大
学
続
人
文
社
会
科
学
研
究
科
博
士
課
程
)

楽
府
文
学
に
お
け
る
王
維
の
「
老
将
行
」
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
(
驚
藤
)

一
五
頁
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